
敷島町文化財調査報告 第 23集
(山 梨 県 )

山 宮 地 遺 跡

大型店舗建設工事に伴う

平安時代・中世遺跡の発掘調査報告書

2004

敷 島 町 教 育 委 員 会

敷島町文化財調査会



敷島町文化財調査報告 第 23集
(山 梨 県 )

山 宮 地 遺 跡

大型店舗建設工事に伴う

平安時代 。中世遺跡の発掘調査報告書

2004

敷 島 町 教 育 委 員 会

敷島町文化財調査会



敷島町の南部は荒川により形成された扇状地形となって

おり、ここには古くから私たちの先祖でもあった人々が生

活をしていた数多くの貴重な遺跡が残されています。

近年、この町の南部では店舗建設や宅地造成などによる

開発が急増しており、埋蔵文化財保護のための緊急調査が

頻繁に行われています。

今回、報告する山宮地遺跡の第 I次調査も、店舗建設に

伴い実施した発掘調査となりました。その結果、平安時代

の住居跡 3軒や中世(15～ 16世紀代)の堅穴状遺構 1基、

土坑や溝状遺構などが発見され、今後のわが町、周辺地域

の歴史解明において貴重な成果を上げることができまし

た。

これまで、本町で行つてきた調査の成果については、後

世に伝えていくとともに、調査研究、教育普及、生涯学習

の資として多くの皆様に幅広く活用していただけるよう今

後も努めてまいります。

最後に、地権者中込岩一氏の文化財保護に対する深いご

理解の下、調査が実施できましたことに深く感謝するとと

もに、ご指導、ご協力を頂きました関係各位に厚く御礼申

し上げ序といたします。

平成 16年 6月

敷島町教育委員会

教育長 山 口 正 智
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1.本報告書は、山梨県中巨摩郡敷島町島上条地区に所在する山宮地遺跡の発掘報告書である。
2.本調査は、大型店舗の建設に伴つて実施した発掘調査で、調査面積は約 150∬である。
発掘調査から報告書刊行までの経費は、地権者中込岩一氏が負担した。

3。 発掘調査は、平成 11年(1999年)9月 17日～同年 10月 1日 まで行い、整理作業は、断続的に行った。
4.発掘調査および整理作業にあたった組織は、次のとおりである。
調査指導・主管  敷島町教育委員会
調査主体者 敷島町文化財調査会

調査指導担当者 ≪発掘調査・整理調査≫ 大蔦正之 (敷島町教育委員会生涯教育課社会教育係副主査)
≪  整理調査   ≫ 河ヽ坂隆司 (敷島町教育委員会生涯教育課社会教育係嘱託)

調査事務局 敷島町文化財調査会

5。 本書の執筆、編集は小坂が担当し、全林校正を大蔦が行った。遺構は大鳥が撮影し、遺物撮影は小坂が行った。

6.調査と報告書作成にあたり、次の方々より御教示をいただいた。ここにご芳名を記し、感謝申し上げる。
小野正敏 (国立歴史博物館)、 藤沢良祐 (瀬戸市埋蔵文化財センター)、 羽中田壮雄、畑 大介 (敷島町文化
財審議会)、 保坂康夫 (山梨県埋蔵文化財センター)、 山下孝司、関間俊明 (韮崎市教育委員会)、 佐 木々満 (甲

府市教育委員会) (順不同、敬称略)

7.発掘調査ならびに整理作業参加者 (敬称略)
青山制子、飯室久美恵、石川弘美、長田由美子、小林明美、関本芳子、高添美智子、堤 吉彦、望月典子

8。 本遺跡の出土遺物および調査で得たすべての記録は一括して敷島町教育委員会に保管してある。
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第 1章 遺跡をとりまく環境

1.遺跡の立地と環境 (第 1図 )

敷島町が所在する甲府盆地の北西部は、奥秩父の金峰山を源とし南流する荒川によって開析された北から南

へと緩やかに傾斜した扇状地形を成している。この一帯の西側には、北西部にそびえる茅ヶ岳の裾部を形成す

るなだらかな赤坂台地が貢川と釜無川に挟まれるように南北に張り出して伸びており、JR中央線付近におい

て終息する。一方、北側はこの扇状地形の背後を担うように東西に大きく片山が跨り、さらに東側には千代田

湖を挟んで尾根筋を南側へと進むと舌状に張り出した湯村山がある。

このように甲府盆地の北西部は、東西北部の三方が台地と山々によって 「コ」字状に取り囲まれ、しかも南

側の盆地に向かって開日し、まるで天然の要害を形成するかのような特殊な地形を織り成している。

このうち、荒川の右岸に位置する敷島町は、町域は南北約 17 km、 東西約 4kmと南北に細長い町である。
本町は大きく北部の山岳山間地帯と南部の扇状地形におおよそ大別されるが、町域のほぼ 8～ 9割は標高

1,704mを測る茅ヶ岳をはじめとする曲岳、太刀岡山などの山岳地帯や一部の丘陵からなっている。

一方、町南部は上述した荒川による扇状地形で、東はちょうど荒川右岸に面し、西は貢川を境として東西を

河川で挟まれた南北に細長い格好を呈し、盆地北西部の一部に相当する。

以上のように、甲府盆地北西部は中央に荒川が南流し、東西北部の三方を台地と丘陵により囲まれた空間が

形成され、荒川右岸の本町ではこのような地形をもとに様々な歴史的背景が垣問みられる。

2.山宮地遺跡とその周辺 (第 1・ 2図 )

上述したように、敷島町南部は荒川の扇状地上に立地している。そして、この扇状地上には、さらに南北に

向かって東西に大きくは 2本の微高地が形成されている。このうち、東側にある微高地上には北から本遺跡

の山宮地遺跡①、村続遺跡③、不動ノ木遺跡④、松ノ尾遺跡⑤、末法遺跡③などが占地しており、もう一方の

西側の微高地上には御岳田遺跡⑦、金の尾遺跡③などがある (第 1図 )。

山官地遺跡①は、東側微高地上の標高約 311～314mを測り、遺跡の東側に南流する荒川からは約 300m
の位置にある。そして、今回の第 I次調査は遺跡の中央北側にあたり、町の中央を南北に走る県道敷島・竜王

線に面した西側で店舗建設事業に伴い約 150だが調査された。

本遺跡の周辺にある遺跡についてみておきたい。谷状の地形を挟んで西側には原腰遺跡②があり、1989に

一部調査がおこなわれている。このときの調査では、縄文時代前期の住居跡 1軒、古墳時代前期の住居跡 6

軒、平安時代末葉の住居跡 14軒のほか、土坑、清状遺構などが発見されている。中でも、平安時代末葉では、

11世紀後半から 12世紀代にかけての資料がまとまって出土している。

本遺跡の南には村続遺跡③が隣接している。2001年に第 I次調査が行われ、奈良 。平安時代の集落跡が確

認され、住居跡軒数はわずか 320だの調査であったが 36軒という驚異的な軒数で複雑に重複し合って発見

された。時期的にはおよそ 8世紀後半～12世紀代にかけて、ほぼ連綿と長期にわたり継続した集落跡であっ

たことが明らかとなった。遺物には、土器、須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器、墨書土器などをはじめ、瓦片、長

頚壼 (壺 G)、 転用硯、白磁、銅製小仏像の台座などがあり、僅少ではあるが中世後半期(15～ 16世紀代)の

カワラケや橋鉢、内耳土器、白磁皿、青磁碗なども出土している。

また、本遺跡の中央には南北朝に発達した「御嶽道」が縦断しており、さらに遺跡の東側には調査の手がま

だ入ったことのない大庭遺跡がある。「甲斐国志」古蹟部には字大庭に武田家の家臣であつた「土屋惣蔵昌恒」

屋敷跡(66)が存在したという記述がみられ、本遺跡との関連からも興味深い遺跡である。

このように、山宮地遺跡の周辺では近年の調査の積み重ねにより、これまで窺い知ることのできなかった本

地域周辺の歴史を紐解くための、数多くの貴重な文化遺産が眠つていることが明らかとなってきている。
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山宮地遺跡第 1次調査区遺構配置図



第 2章 遺 構 と遺 物

山宮地遺跡では、平成 11年度(1999年)に初めて調査がおこなわれ、平成 13年度(2001・ 2002年)には

2度の調査 (第 Ⅱ oⅢ次調査)を実施してきた (第 2図か照)。
1.住居跡
a.2号住居跡 (第 4図、第 1表、図版 1-2、 2-1)
本住居跡は、調査区東部の北側において発見され、2号溝状遺構と重複し切られている。

規模は、南北約 2,9mを 測り、東側は調査区外となるが南東隅部で本住居跡のコーナー部分が確認されて

いることから、おそらく東西約 2.9mを 浪1る ものと考えられ、方形を呈する住居跡である。壁は緩やかに立

ち上がり、深さ約 20～ 30 cmを測る。

住居跡内にはとくに施設は見当たらなかったが、北東部周辺に大型の石が集中して出土し (図版 1-2)、 ま

た、住居跡東側中央の調査区際から焼上のまとまりと、浅く窪んだ落込みがみられた。

遺物は、上記の東側でみつかった焼土中から壊れた甕 1が出土し、また鉢 2は南東部コーナー隅部の床面

上から逆位の状態でみつかった。
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第 4図 2号住居跡と出土遺物

No 器 種 器形
大 き さ (cm)

胎 土 色調 院成 文様・調整・特徴 図版

2住― ユ 上師零 輩 豊、長石、石葵 、金・ 黒色窪母 未 褐 Ⅲ

6 5 15 8 、石英、金色雲母 、赤色粒子 橙褐色 良 雪部回転糸症.内面災射渋暗文 .

配 種男町
大 き さ (cIII)

特  徴 図版
暑 大 幅 I号 大庫

2住-3 鉄製品 不 明 26108 2-1

2住-4 鉄製品 釘 ? 70 08:06

第 1表 2号住居跡出土遺物観察表
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b.3号住居跡 (第 5図、第 2表、図版 1-3、 2-2)

調査区の北西部に位置し、3号住居跡は、8号土坑と 1号竪穴状遺構、ピットなどに切られている。

規模は南北約 3.lm、 確認可能な範囲で東西約 1.8mを 測り、形態は方形を呈していたと考えられる。壁

は緩やかに立ち上がり、深さ約 17 cmを 狽Iる。

住居南東部では焼土が検出され、周辺の遺構との切り合いでカマ ドが破壊されてしまった可能性もある。

遺物は、lTN l～4(3は内面放射状暗文)、 皿 5(内面渦巻状暗文)・ 6、 甕 7～ 10な どが出土している。
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第 5図 3号住居跡と出土遺物

―
シ ~~6

No 器 種 器形
大 さ (cm)

胎上 色調 焼成 文様・調整・特徴 図版
口律 庇径

3住-1 土誦睾 鉢

(B O) と、長石、石葵、鼻色雪母、赤色粒子 格褐色

3住 -8 4-師零 IT 11 4 5 0
4 2 乙、石葵 、金色雪母、赤色粒子 格褐色 2-2

3住一 E ■師零 皿 (7 0)
Z、 石葵、赤色粒子 賠絶褐色 やや 丘 2-2

3住― 7 上師器 獲 (25 2
と、石英、金色雲母、赤色絃子 黒褐色 2-2

3住一 C 土師器 ロクロ (18 8)
十追面器 ,や粗、長石、石葵、赤色統子 贈灰褐色 ξ部回転糸切り後、外面底部周縁ヘラ削 り, 2-2

第 2表 3号住居跡出土遺物観察表
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2.1号堅穴状遺構 (第 6図、第 3表、図版 1-4、 2-3)
調査区の北西部に位置し、 1・ 7号土坑によって切られ、3号住居跡を切っている。また、本竪穴状遺構の

床面中央北側からはピットの痕跡とみられる落込み (長軸約 35 cm、 深さ約 13 cm)が認められたが、周辺か

ら数多く検出されたピット群の 1つではないかと推測され、本遺構に付随するものではないと判断した。

竪穴状遺構の規模は、東西約 3.4m、 南北約 1。7mあ り、形態は長方形を呈する。壁は、底部よりやや斜
めに直線的に立ち上がって、深さ約 45～ 55 cmを測り、しっかりとした掘り込みとなっている。

遺物には土師質皿 (カ ワラケ)1～ 6があるが、いずれも精製されたような密な胎土を有している。
土師質皿 (カ ワラケ)2・ 3・ 5は、本堅穴状遺構の東側から出上している(7号土坑とは平面的にも重なら

ない東側部分)。 この内、土師質皿 (カ ワラケ)2は竪穴状遺構の東側中央の上層から出土した。そして、他
の土師質皿 (カ ワラケ)3・ 5は、竪穴状遺構の東側、床面中央付近からまとまって出上した。

本遺構は、当初北側調査区際に接して発見され、この後本遺構の北側周辺を中心に調査区の拡張を行った。

その結果、本竪穴状遺構の北側に重複し方形を呈する 7号土坑の北側プランが確認され、本遺構と 7号土

坑が重複関係にあることが明らかとなった。この時点では、すでに 1号竪穴状遺構は大方の覆土を掘り上げ

てしまっていたため詳細な重複関係は明らかでない。しかし、本竪穴状遺構出土の土師質皿と 7号土坑北側

から出土したものをみると、後者の 7号土坑からは器厚が比較的厚く胎土が粗雑で、竪穴状遺構に比べ比較

的新しい特徴をもつ土師質皿が伴出していることから、7号土坑が本竪穴状遺構を切っていると考えられる。

a L‐ 仙1500m a

ヽ

ゃ

Ｆ三

‥

引

師▼   (11・0)  im

第 6図  1号堅穴状遺構と出土遺物

【

NO: 器種 器形
大 き  さ

胎土 色調 焼成 文様・調整・特徴 回版
器 高

上師質■T. カワラケ (11 6 (6 4) やや密 石革、金魯室畳、未・黒0新千 明橙褐色■ ま部回転糸切 り虜
^

2-3
+師宵十黒 カワラケ 守や密、石英 、金色雲母 、赤色粒子 搭褐侮十 葺鶏 回転 糸勧 り清 _

上師質土器 カフラケ 2 4 (9 8) (4 4) やや密、石英、金色雲母、赤色粒子 橙褐色土 良 ξ部回転糸切 り落 _

十師 雪 十祟 カワラケ マや密、石英、金色蜃母、赤色粒子 辰搭格伸 +
土師質土器 カフラケ やや宅、石英、金色雲母、赤色粒子 橙褐色土 良 き部回転 糸切 り瘤 ^

やや密、石英、金色蜜母、赤色粒子 捨 楊 揮 +

第 3表 1号堅穴状遺構出土遺物観察表
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3.上坑 (第 7・ 8図、第 4・ 5表、図版 1-5～ 7、 2-4・ 5)

今回、計 8基の上坑が発見された。

形態的には、1～4号土坑の楕円形のもの、5・ 6号土坑の円形のもの、7・ 8号土坑の方形を呈するものが

みられる。そして、精円形のものの中には 3・ 4号土坑のように坑底にピットを有するものなどがある。

遺物は、1'3～ 5。 7・ 8号土坑から出土しており、このうち

に属する遺構と考えられる。

⌒                    
一

・3・ 7,8号土坑は出土遺物からみて中世
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第 7図  1～8号土坑

第 4表 土坑一覧

-7-

No 調査区位置 形態
規 模 (m)

備考 図版
長 軸 短軸 深 さ

舅ヒ山 円 形 1軽 と重複、

0 7氏 ユ ー

R暑 円 形 卜、

冗底 ピッ ト

配 調査区位置 形態
規 模 m)

備考 図版
長 靴 短 軸 際 さ

馬撮 珂ヒ内部 隅 円 手

ヨ
`四
予b隅 7土 と重複 .

7名 J佐両蔀 芳 形 タ

`夕

 l 1墾 と 6土 と

8 電廷『イEII 方 形 24 住 と重箱Ⅲ
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第 8図 土坑出土遺物

第 5表 土坑出土遺物観察表
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l  °i。  中

ノ
7土-7

配 器種 器形 胎 土 色調 焼成 文様・調整・特徴 図版
祟 高 口径 底 径

土師質土 、石要 、長石 、金色 _‐母、赤色粒子 明絡褐魯 や や 2-コ

+eT菅 +黎 カワラケ (5 7) 偶、石真  長石  金葎雪母 未 i粒子 暗橙褐色 やや 丘 匿きI回転糸切 り渡 _

土師質土器 カワラケ l■、石葵、長石、金色雲母、赤色粒子 陪搭褐魯 やや 2-コ

十舗管十器 カワラケ 11 6 やや密 石革、4色雪母 未葎粒子 農 壼部回転糸切 り渡 _

3土一 〔 土師質土器 カフラケ や密、石葵、盆色雲母、赤色粒子 明捨褐魯

十舗器 斥 11 0 暗橙褐色 農

5土-1 灰釉陶器 皿 やや密 灰 白葎

灰袖脇器 R、 黒色粒子 灰 色 農

上師質土瑞 信 鉢 や粗、石要、金色雲母、赤色泣子 搭褐葎 やや Ё

7+― 十BT管十畢 カフラケ やや
=
霞部回転糸笈 .

守や密、石英 、金色雲母、赤色粒子 椿褐 tl 農 富都 回継 糸瘤 _

7土― 十師宵十祟 カフラケ やや
=

石要 、金色蜜母、赤色粒子 を褐色 やや 底 寛部 回転 糸漕 _

7土―〔 4-EI管土睾 カフラケ 笙都回転糸疲.

やや粗、石要、金色雲母、赤色紅子 黒灰 4B色 やや 丘

7土― 上師署 悟 鉢 (140:
橙褐色 やや 億

S土― 士師質土器 カワラケ

石英、金色雲母 、赤色粒子 白橙褐色 やや 這

8土 ― 土師質土 カワラケ やや密、石英、金色蜜母、赤色粒子 白絡 Ⅲ

配 種男町
大

特  徴 図版

7土― に 銅銭 永楽通宝 0 05

7土-9 鉄製品 不 明 07 2-t



4.溝状遺構 (第 9図、第 6・ 7表、図版 1-8・ 9、 2-6)

溝状遺構は 3条が確認された。このうち、 1・ 3号溝状遺構は重複し、それらの切り合い関係については不

明である。3号溝状遺構内から土師質皿 (カ ワラケ)の破片 2点(3溝 -1・ 2)が出土していることから、3号

溝状遺構については中世に所属するものと考えられる。

また、2号溝状遺構は、平安時代の 2号住居跡と重複して発見されたが、出上した遺物には土師質皿 (カ ワ

ラケ)の破片 2点(2溝 -1・ 2)と瀬戸美濃産の灰釉陶器丸皿(2溝 -3)がみられ、中世に属する。

Ｉ
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日
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‥
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剰
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ジ
２鬱

2溝 -3

国フ
3溝 -1

＼  |―
3離 -2

第 9図 溝状遺構と出土遺物

第 6表 溝状遺構一覧

第 7表 溝状遠構出土遺物観察表

No 調査区位置 形態
規 不夢き (m,

備考 図版
長 さ 幅 深 さ

笙
婢

西イ捜| 05 3篇 と亘 稜 Ⅲ
ジネこイコU g田杉 I―

配 調査区位置 形態
規  模  (m)

備考 図版
長 さ 憾 深 さ

ヽ 四予br呂 07 0 1R 1置 }菖 福 ^

聰 器種 器形
大 き さ (cれ )

胎土 色調 焼成 文様・調整・特徴 図版
底 径

土師質上 カフラケ 3 0 (11 (5 8) 石英、金色雲母 、赤色粒子 赤褐色 ややE 室鶴 回転 系切 り漕 _
2濫一 z 士師宵十器 カワラケ 阻、石葵 、赤色粒子 笠都回転糸切 り疲.
2澄― f 皿 (1司 lR、 黒色粒子 灰 白色 良

2溝― コ 土師黎 縁 石葵、赤色泣子 椿褐伸

3濫-1 良

土師宵土鶏 カフラケ マや径 、石葵、赤色粒子 明格褐Ⅲ ε 貨鶴 回転 糸mり 消 _
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第 3章 遺構外出土遺物

遺構外からは今回紹介するもの以外にも、数多くの縄文時代前 。中期の土器が出土している。

1～ 14は平安時代に属するもので、土師器杯、皿、灰釉陶器の碗、甕、鉢、須恵器の甕、凸帯壺などが出

土している。今回出土したものは、全体的にみて平安時代前半(9世紀代)のものが主体であった。

15～20は、中世に属する土師質皿 (カ ワラケ)、 瀬戸美濃の灰釉陶器類、青磁、内耳土器などである。

灰釉陶器 17・ 18は、大窯期に相当し、青磁 19は、15世紀前半に相当するとみられる。
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第 10図 遺構外出土遺物
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配 器種 器形 胎土 色調 院成 文様・調整・特徴 図版
底 径

石室 、金色蜜母  赤色粒
土岳祀 郭 ζ、石要、金色雲母、赤 赤褐色 良

十 師 鉢 ζ、石真、金色室母、赤色粒子 椿福葎 底 勺面激射股暗支 _

邦

十節器 杯 4 1 5 0 やや組、石薬、金色雲母、歩色粒子 格褐極 農 村面数射渋暗文 A

7 4-舗睾 皿 韓 密、石葵、金色雲母、赤色粒子 賭橙褐色 良 品巻状暗文 .

土師睾 皿 やや密、石英、金色雲母、赤色紅子 隆褐色 良 協巻状暗文 .

石
=、
金i雲 鶴諄瀬

ユ 上師睾 鉢 (32 2: 示茶褐色 良

石革、金色雪 賠赤 葉 褐 やや 建

3 須恵睾 蓬 灰色 Pt

出帯 言 白色粒子 灰 葎 2-7
5 土師質土器 カワラケ (120 灰 自色 やЦ,E

カワラケ ややを、石薬、金色蜜母、赤色粒子 蒔昔搭褐梅 やや 底 滝きE回転 糸切 り遭 _

7 灰釉陶器 皿 2 7 (11 8) 阻、 自包
R、 白色粒子 灰 白伸 花mL 大塞 2期 _

9 癬 青磁碗 ●や密、黒色紅子 灰 色 良

ハ真+黒 黒茶葎 やや E

配 種別 特  徴 図版
最大長 1最大幅 昇大庫

鉄製品 事引金具 ? 1001215 2-8

鉄製品 釘 ? 71105 2-8

第 8表 遺構外出土遺物観察表

第 4章 ま と

調査の結果、縄文時代前 。中期の土器類のほか、奈良 。平安時代、そして中世の上器、須恵器、陶磁器類な

どが出土し、遺構では平安時代(9世紀代)と中世(15～ 16世紀代)の遺構が発見された。

平安時代 :2。 3号住居跡の 2軒が発見された。2号住居跡は主に甕 1、 鉢 2が出土しており、住居跡の時

期は 9世紀初頭とみられる。出上した鉢 2は 日縁部が受け日状に屈折し、調整は見込み部と内面体部にわたっ

て放射状暗文を有し、外面体部下半に削りが加えられミガキが施されている。底部も糸切り後、ミガキの調整

が加えられた痕跡が窺える。このタイプの鉢は、甲府市大坪遺跡などで出上があり、地域的に偏在するものか

は明らかでないが県内でも類例として少ないようである。なお、この類の鉢は、大坪遺跡の編年 (櫛原 2002)

で鉢 B類として器種分類され、8世紀第 4四半期頃～9世紀第 1四半期頃に設定されている。

中 世 :1号竪穴状遺構や 1,3・ 7・ 8号土坑、2・ 3号溝状遺構などが確認された。また、遺構外からは
土師質皿 (カ ワラケ)や播鉢、内耳土器、瀬戸美濃産の灰釉陶器 (端反皿一大窯 1期 。丸皿一大窯 2期 )、 青

磁(15世紀前半)な どが出土した。今回、遺構内外から出土した遺物に手捏ねの上師質皿などがないことや陶

器類の時期から発見された中世遺構は 15～ 16世紀代でまとまっていると考えられる。

出土した土師質皿の胎土に注目すると、精製された徹密なもの(a)、 粗いもの(b)の大きく2種類に分けられ

る。そして、概して口縁部形態と胎土には、相関関係があるようで日縁部と体部の厚さに差がほとんど無く胎

上が精製された緻密なもの(laタ イプ)と、器厚が laタィプのものに比べ厚手となり中には明らかに日縁

部が肥厚し胎土が粗くなるもの(2bタイプ)の 2種類の土師質皿が基本的に出土している。

遺構出土の遺物をみると、1号竪穴状遺構の土師質皿 (カ ワラケ)はすべて laタィプのものでまとまって

いるが、重複する 7号土坑には 2bタイプのもの(7土-3～ 5)が含まれる。また、2号溝状遺構は破片であっ

たが 2bタイプの土師質皿(2溝 -1・ 2)と瀬戸美濃産丸皿 (大窯 2期)が共伴していた。

このような土師質皿の特徴や遺構出土遺物の内容、先学の研究成果 (降矢ほか 2001)な どから勘案すると、

今回の中世遺跡は 15世紀後半～16世紀中葉頃に相当すると思われる。おそらくは、さらに 2時期に細分が

可能と思われ、器厚が厚手で胎上の粗い 2bタイプの土師質皿は 16世紀前半～中葉に相当してくるものと考

えられる。今後、新たな調査成果を待って詳細な検討を試みたい。

引用・参考文献

佐野 隆   2000「深山田遺跡」山梨県明野村教育委員会・峡北土地改良事務所
降矢哲男ほか 2001「山梨県における中世の土器様相について」中世土器研究会編『中世土器研究論集』中世土器研究会
櫛原功一ほか 2002「大坪遺跡」社会福祉法人清翔会。大坪遺跡発掘調査会
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市町村 遺跡番号 度分秒 度分秒

口可IttЛ閉I日】

さんぐうぢいせき
山宮地遺跡

山梨県
中巨摩郡
敷島町島上条
1256-7

193928 37

平成11年
9月 17日 ～

平成11年
10月 1日

150
大型店舗
建設工事

所収這跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

山宮地遺跡 集落跡
縄文時代
平安時代
中  世

住 居 跡
竪穴状遺構
土 坑
溝 状 遺 構坤坤坤］帷

土師質土器 (カワラケ)を伴う中世の堅穴状遺
構と上坑が発見された。
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